
第1回日本レーザー医学会総会

会長 :東海大学・形成外科 長田光博 教授

1981年10月に日本で第4回国際レーザー医学会が開かれることなどに
関連し、1977年東京大学医用電子研究施設の渥美和彦教授を中心に設
立されたレーザー研究会の基礎を強化すべく 1980年日本レーザー医学会
として発足された。一般演題89件、シンポジューム「医用アルゴンレーザー
の現状」6題、特別講演１） 産婦人科領域のレーザーについて Joseph H. 
Bellina 2）耳鼻咽喉科のマイクロレーザー外科 Rodney Perkins 3)消化器
内視鏡のレーザー応用 J. Etienne   4) 泌尿器科領域のレーザー応用
A.Hofstetter 等米国、フランス、ドイツから来日していただき特別講演を
行った。約700人の参加者が集まり盛大に行われた。
学会終了後 日本レーザー医学会誌 大会号 創刊した。

東海大学八王子病院 形成外科
宮坂宗男先生よりの文章（原文のまま）




